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学校ボランティア学習会 を通 しての学び
- 主 として小学校 ボランティア学習会の分析か ら-
古屋喜 美代
入 江 直 子
[問題と目的]





































て参加 した本学学生を対象に年 6回,前期 3回
(5,6,7月),後 期 3回 (10,12,1月)の学




で学習会を実施 してお り,これを対象 とした｡
分析対象 とした学習会の参加学生数は各回6
人,5人,14人,13人,6人,19人 (最 終 回
は新年度か らボランティアを希望する者 を含
む)である｡前年から継続 してボランティアを






- 1 17 -

































































点に立つ ことを学ぶ機会 としてい ったのであ







示 されてい く｡徐々に学級に慣れて くる中で,
特に高学年の子 どもたちのロが悪 くなってきて
いること,今後の関係作 りが課題であるとの自
覚が語 られる｡Bさん (女性)は落ち着 きのな
い子をサポー トしているが,他児が甘えて くる
ことに対 して, どう対応 していけば よいか悩
む｡特に校外遠足の時は対象児に付 きっ切 りな














どもたちが様々に言 うこと (それぞれ違 ってい
た りする)に振 り回され,判断できなかった り
する｡個別に指導 していると他の子 どもたちが
｢ぼ くもや った｣ とわざと甘えにきて収拾つか





















雑然 さは生 じに くい と指摘する｡個人的問題 と
してではな く,学級経営全体の問題 として見て





ティアが特定の子に付 き添 うと,他児から ｢○
○ くんだけ, どうしていいの?｣ とい った疑問





の思いに気づけるか とい うことが語 られた｡周





は感謝 してこな くとも,大人になった ときに思
い起 こされる大人,｢あの時あの先生にす くわ
れたなあ｣ とい った思いが人 としての成長に大
きな意味をもつ｡同様に,短時間のかかわりの
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て,子 どもの思いをきちん と理解 し受け止めら
れる大人であることの重要性への気づきを促す
ことになる｡｢支援対象の子 どもと,それ以外















暗黙のルールに気づいてい く｡話 し合いを通 し
て,目先の問題から,より本質的な関係性の理





で繰 り返 し話題 とされ,小学校校長が学習会に
参加 した折には,校長に対する質問として出さ









(1) 全 く学習に集中 しない子 どもに対 し
て,どう対応するか ?
学生は自分が関わってきた子 どもの姿を思い
起こしながら,語 りを通 して改めて子 ども理解
の整理をしてい く｡同時に自分の関わり方の根
幹にあるものを言語化 し,自覚化 してい くこと
になる｡具体的には,次のような語 りがなされ
てい く｡
a) 子 どもには,｢自分 を見てほ しい,認め
てほしい｣ とい う気持ちがあるのだと思 う｡そ
の気持ちを一旦は受け止め,それから ｢今何を
すべきか｣を伝えてい くようにしている｡




｢得意なこと｣ と肯定的 まなざしを与 えた上
で,行動切 り替えを促すことが大切さだと考え
る｡






























a) 校長の子 ども理解 :やってはいけないこ
とをした とい うことは,当の子 どもはよくわか
ってい る｡問題行動その ものを話題に されて
ち,子 ども自身は受け入れにくいことが多い｡
私は,子 ども自身の ｢やってしまった｣ とい う
思いに寄 り添いながら,子 どもの心の状態 (荒
れて興奮 した---)を別の方向-シフトさせて























学校 ボランティア学習会 を通 しでの学び
3 子ども理解の深まりを支えるもの








不可欠である｡改 まった話 し合いの機会 として
だけではなく, 日常的なちょっとした対話の機
会が,学生に とっては大 きな学びの機会 とな
る｡ しか しながら,この日常的な現場教員との
対話の機会 とい うものを作 り出すことが,非常
に困難な場合が多い｡
(2) 共に考える仲間 (ピアサポー ト)
学生は,個別対応するなかで子 どもの姿をど

















形成 したい とい う思いがある｡一貫 しないかか
わりが,不要な不安を子 どもにもたらすのでは
ないか とい う危供 もある｡
子 ども支援に関与 しながら気づいた課題を放
置せず, どう現実の手立てに結び付 けてい く
か｡ボランティア側から教育現場への積極的な
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の意味が見えて くる｡子 どもへの働 きかけの効
果は,その場限 りのものではなく,長期展望で
捉えることこそが必要になって くる｡すると,
子 どもの姿 と自らの働 きかけの具体的な姿を記
録に残 して振 り返る意味が出て くる｡逆に,こ
の話のように,子 どもに真撃に向き合 う初心の











ィア-の取 り組み姿勢そのものを振 り返 り,学

















































活に関す る思い を聞 くなどの機会 となってい
る｡









｢1番大事 だ と思 うのが教 員 との連携で あ







い う現実 もあって,連携の難 しさもまた実感 し
ている｡また,複数の学生ボランティアが同 じ
子 どもに関わる場合は,ボランティア問の情報
交換 も不可欠である｡ しか し現実にはボランテ






















































ではな く, ファシ リテ一夕-として参加者の交
流 を促進す る者 として関与 してい くこ とが必要
である｡ また上記(勤に関連 して,担任教員 と学
生 ボランテ ィア とが連携 しやすい教育現場 に学
生 を送 り出 していけるような調整 を してい くこ
とが今後 の課題である｡
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